
稚内市こまどり町内会

事 例
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　稚内市こまどり町内会（300世帯）では、９月に105名参加のもと、大地震発生による

大津波警報発令を想定した防災避難訓練を行いました。朝８時50分、Ｍ８の地震発

生。市の避難勧告発令が会長にメール着信があり、その後、会長から関係役員へメー

ルで避難指示を出し、広報車で「皆さん、これより避難訓練を開始します。直ちに所

定の避難場所へ避難してください。」と呼びかけ、９時に自主避難を開始しました。

参加者は、各家庭から非常持ち出し品を持ち、火の元や戸締りの確認後、避難済みの

目印として「黄色いハンカチ」を玄関先に掲げ、指定の場所に素早く避難しました。

避難場所では班長から区長へ、区長から会長へと自主避難者数を速やかに報告。

　民生委員・児童委員、福祉委員は在宅高齢者などの災害時要援護者の安否確認と誘

導、さらに、土砂崩れや住宅倒壊などの被災状況の情報収集と伝達について訓練を行

いました。その後、参加者は町内会館へ移動して、大雨等による土砂災害の種類や過

去の事例や未然の防止策などを学びました。

▲リヤカーで高齢者を避難誘導

▲玄関先の黄色いハンカチは避難済みの目印

「避難所宿泊訓練」
　～避難所での集団生活を実体験～

千歳市梅ヶ丘１丁目町内会

事 例
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　千歳市梅ヶ丘１丁目町内会（107世帯）で

は、災害時の避難所での集団生活を体験し

ようと、８月に２日間かけて、46名参加の

もと、避難所宿泊訓練を実施しました。

　訓練では、小学校の体育館に避難所を開

設。参加者が集まると総務部が安否確認を

兼ねた受付を行い、避難者名簿を作成しま

した。その後、災害図上訓練（ＤＩＧ）を実

施し、要援護者の支援や地域の危険箇所などについて話し合いました。続いて、簡易

トイレとベッドの組み立ても体験しました。夕食には、女性部の炊き出し訓練で作っ

たカレーが振る舞われました。その後、一日目の反省会を終え、参加者は、段ボール

で仕切られた区画内で宿泊を体験しました。翌朝は、市から提供された非常食を食

べ、その後、人形を使った応急処置訓練を行って、２日間の訓練を終えました。

　終了後の反省会では、「区画の分け方やゴミ捨てなど、避難生活の細かいルールづ

くりが必要」「車での避難者が多い場合はど

う対応するか」との意見や課題があげら

れ、住民による避難所運営の大変さを実感

した訓練となりました。

▲段ボールを利用して区画づくり

▲簡易ベッドの組み立て体験

「防災避難訓練・土砂災害研修会」
　～黄色いハンカチは「避難済み」の目印～
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